
▲小学校の体育の授業から

目
黒　

重
夫
議
員　

野
口
市
政
に

な
っ
て
４
年
間
、
市
長
就
任
時
の

市
の
財
政
力
は
、
様
々
な
指
数
か

ら
見
て
、
日
本
の
中
で
も
有
数
の

財
政
規
模
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

　

し
か
し
、
市
長
は
、
財
政
が
厳

し
い
と
い
う
こ
と
を
理
由
に
、
様

々
な
施
策
の
削
減
や
値
上
げ
を
行

っ
て
き
た
。

　

そ
こ
で
、
過
度
な
財
政
危
機
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
と
、
そ
れ
を
背
景
と

し
た
値
上
げ
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
削

減
に
よ
る
、
市
民
の

”
痛
み
“
に

つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。
市
の
認

識
を
聞
き
た
い
。

財
務
部
長　

市
で
は
、
ス
ク
ラ
ッ

プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
を
基
本
に
、
事

務
事
業
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

　

使
用
料
等
の
負
担
は
、
受
益
に

見
合
っ
た
負
担
を
す
る
も
の
で
あ

り
、
金
額
面
で
も
公
平
性
の
観
点

か
ら
も
適
正
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
削
減

と
い
う
点
で
は
、
時
代
に
即
し
た

新
た
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め

の
施
策
の
見
直
し
で
あ
り
、
市
民

福
祉
の
充
実
に
向
け
た
取
組
み
で

あ
っ
た
と
考
え
る
。

　

支
援
費
制
度　

︱
利
用
者
増
に
対

応
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
を
︱

隆　

ミ
ワ
子
議
員　

乳
が
ん
の
死

亡
者
数
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
乳
が
ん
は
早

期
に
発
見
、
治
療
す
れ
ば
、
ほ
と

ん
ど
が
治
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
は
、
乳

が
ん
の
代
表
的
な
画
像
診
断
法
で
、

早
期
発
見
に
多
大
な
効
果
が
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
に

よ
る
乳
が
ん
検
診
を
、
平
成
16
年

度
か
ら
実
施
す
る
考
え
が
あ
る
か
。

福
祉
保
健
部
長　

16
年
４
月
か
ら

国
は
、
従
来
の
視
触
診
の
検
診
に

加
え
て
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
を
併

用
す
る
方
向
と
聞
い
て
い
る
。

　

本
市
も
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、

医
師
会
や
検
査
機
関
と
の
調
整
を

し
、
実
施
の
方
向
で
進
め
て
い
き

た
い
。

　

な
お
、
こ
の
検
査
に
つ
い
て
は
、

高
度
な
検
査
技
術
を
持
つ
機
関
で

実
施
し
た
方
が
効
率
的
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
の
で
、
現
時
点
で
は

専
門
検
査
機
関
及
び
検
診
車
と
い

っ
た
も
の
を
活
用
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

柴
野　

和
夫
議
員　

既
に
学
校
２

学
期
制
を
実
施
し
て
い
る
仙
台
市

を
は
じ
め
、
多
く
の
市
や
町
で
全

小
中
学
校
で
の
導
入
を
実
施
す
る

動
き
が
あ
り
、
モ
デ
ル
校
方
式
を

含
め
る
と
、
急
速
に
進
展
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
こ
で
、
そ

の
内
容
な
ど
を
把
握
し
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
導
入
に
つ
い
て
、
今
後

の
対
応
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

教
育
長　

２
学
期
制
は
、
１
年
間

を
前
期
と
後
期
に
分
け
授
業
を
実

施
し
、
夏
休
み
等
は
、
現
在
の
と

お
り
実
施
す
る
こ
と
が
一
般
的
で

あ
る
。
な
お
、
平
成
15
年
度
は
、

全
国
で
小
学
校
は
５
１
９
校
、
中

学
校
は
３
１
０
校
の
学
校
が
実
施

を
し
て
い
る
。

学
校
教
育
部
長　

教
育
課
程
は
児

童
・
生
徒
や
地
域
の
実
態
に
応
じ

て
学
校
が
編
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
学
校
が
導
入
す
る
意

向
を
示
し
た
場
合
は
、
学
校
の
自

主
的
な
教
育
課
程
編
成
権
を
尊
重

し
つ
つ
、
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ

ト
等
を
検
討
し
、
条
件
整
備
を
し

て
い
き
た
い
。

杉
村　

康
之
議
員　

子
供
の
立
場

に
立
ち
、
乳
幼
児
の
教
育
と
い
う

視
点
か
ら
、
子
育
て
支
援
に
つ
い

て
聞
き
た
い
。

①
子
供
に
と
っ
て
、
親
と
過
ご
す

時
間
は
特
別
と
考
え
る
か
②
約
２

割
の
保
育
利
用
児
童
に
対
し
て
、

児
童
福
祉
費
の
約
６
割
が
使
わ
れ

て
い
る
が
、
在
宅
で
育
児
を
す
る

家
庭
へ
の
教
育
的
な
支
援
を
行
う

考
え
は
③
子
供
に
悪
影
響
を
与
え

る
よ
う
な
安
易
な
利
用
を
抑
え
る

た
め
、
延
長
保
育
料
を
、
１
回
ご

と
に
清
算
す
る
仕
組
み
に
変
え
る

考
え
は
。

子
育
て
支
援
本
部
長　

①
子
育
て

の
基
本
は
家
庭
に
あ
り
、
子
供
と

親
と
が
一
緒
に
過
ご
す
時
間
の
大

切
さ
は
何
に
も
増
し
て
重
く
、
特

に
、
子
供
の
年
齢
が
低
い
ほ
ど
大

切
と
考
え
る
②
現
在
準
備
中
の
子

育
て
支
援
の
中
核
施
設
で
、
遊
び

場
の
提
供
、
話
合
い
、
講
座
、
仲

間
づ
く
り
、
子
育
て
情
報
・
相
談

の
体
制
を
整
備
し
て
い
き
た
い
③

現
在
、
延
長
保
育
料
は
月
額
制
だ

が
、
ス
ポ
ッ
ト
方
式
の
設
定
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
る
。

前
川　

浩
子
議
員　

学
校
週
５
日

制
に
伴
い
、
本
市
で
も
子
供
の
放

課
後
、
週
末
の
居
ば
し
ょ
の
事
業

は
、
色
々
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
、
小
学
生

を
中
心
と
し
た
事
業
が
多
い
。
中

・
高
校
生
は
、
地
域
で
の
か
か
わ

り
が
余
り
な
く
、
仲
間
同
士
で
集

う
場
所
が
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。

　

そ
こ
で
、
大
人
へ
と
伸
び
よ
う

と
し
て
い
る
中
・
高
校
生
の
成
長

を
促
す
核
と
な
る
居
ば
し
ょ
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

か
、
市
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

生
涯
学
習
部
長　

10
月
に
児
童
・

生
徒
の
居
場
所
づ
く
り
検
討
会
を

発
足
し
た
。

　

こ
の
検
討
会
は
、
主
に
、
中
・

高
校
生
が
生
き
生
き
と
過
ご
せ
る

環
境
を
整
え
る
と
と
も
に
、
主
体

的
に
参
加
で
き
る
居
場
所
の
確
保

に
つ
い
て
、
従
来
の
施
策
を
検
証

し
、
教
育
委
員
会
と
し
て
の
か
か

わ
り
を
整
理
し
、
新
た
な
方
策
の

展
開
を
検
討
す
る
た
め
、
は
じ
め

の
第
一
歩
と
し
て
立
ち
上
げ
た
も

の
で
あ
る
。

　

府
中
の
地
下
水
に
つ
い
て

服
部　

ひ
と
み
議
員　

高
齢
者
の

医
療
費
が
定
率
負
担
に
な
り
、
負

担
が
増
え
る
中
、
経
済
的
理
由
に

よ
る
治
療
の
手
控
え
や
中
断
が
起

き
て
い
る
。
特
に
、
呼
吸
器
障
害

で
の
在
宅
酸
素
療
法
患
者
の
治
療

中
断
は
深
刻
で
あ
る
。

　

こ
の
病
気
の
特
徴
は
、
高
齢
者

が
多
い
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
こ

の
世
代
は
年
金
生
活
者
が
多
く
所

得
が
少
な
い
。

　

都
の
老
人
医
療
費
助
成
の
段
階

的
廃
止
な
ど
高
齢
者
の
医
療
費
負

担
が
増
え
る
中
で
、
酸
素
濃
縮
装

置
の
電
気
代
助
成
な
ど
、
支
援
策

が
緊
急
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
助
成
制
度
を
検
討
す

べ
き
と
思
う
が
、
市
の
考
え
を
聞

き
た
い
。

福
祉
保
健
部
長　

都
の
制
度
と
し

て
、
酸
素
療
法
に
必
要
な
機
器
等

の
購
入
助
成
制
度
が
あ
る
。

　

在
宅
酸
素
療
法
は
、
基
本
的
に

は
医
療
保
険
の
範
ち
ゅ
う
で
あ
り
、

新
た
な
助
成
は
考
え
て
い
な
い
が
、

他
市
の
状
況
や
動
向
を
含
め
て
勉

強
し
て
い
き
た
い
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
﹁
入
所
指
針
﹂

に
つ
い
て　

他

山
口　

雅
議
員　

市
民
会
館
・
中

央
図
書
館
複
合
施
設
の
改
築
計
画

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

そ
の
中
で
、
市
は
、

Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
導
入
の

可
能
性
調
査
を
行
い
、

平
成
16
年
３
月
ま
で

に
方
針
を
決
定
す
る

と
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
図
書
館

は
非
営
利
事
業
で
あ

り
、
機
能
の
専
門
性

の
観
点
か
ら
も
、
Ｐ

Ｆ
Ｉ
手
法
は
な
じ
ま

な
い
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
中
央

図
書
館
の
運
営
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
を

導
入
す
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
か
、

市
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

生
涯
学
習
部
長　

今
後
、
導
入
可

能
性
調
査
の
中
で
、
個
々
の
図
書

館
業
務
に
つ
い
て
分
析
を
行
い
、

ど
の
よ
う
な
業
務
を
民
間
に
委
ね

る
方
が
良
い
か
、
あ
る
い
は
市
の

運
営
に
す
べ
き
か
を
検
討
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法

が
、
公
共
図
書
館
に
は
不
向
き
と

い
う
意
見
も
あ
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
。
し
か
し
、
運
営
等
、
サ

ー
ビ
ス
向
上
を
第
一
に
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ

の
導
入
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

※
Ｐ
Ｆ
Ｉ
＝
公
共
施
設
の
建
設
や
維

持
管
理
等
に
、
民
間
の
資
本
や
ノ
ウ

ハ
ウ
等
を
導
入
す
る
手
法

他

他

※
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マンモグラフィによる乳がん検診

　　　導 入 の 考 え は

専門検査機関及び検診車を

　　活用し実施していきたい

中央図書館の運営

　ＰＦＩ手法導入に問題はないか

サービスの向上を第一に

　　導入を検討していきたい

在宅酸素療法

　　助成制度の考えは

医療保険の範ちゅう

新たな助成は考えていない

学校２学期制の導入

　　　今 後 の 対 応 は

学校が意向を示した場合は

　　条件整備をしていきたい

野

口

市

政

の

４

年

間

　
　
　

市
民
の

”
痛
み

“
に
対
す
る
認
識
は

時
代
に
合
っ
た
見
直
し
で

　
　
　

福
祉
の
充
実
に
向
け
た
取
組
み
と
考
え
る

子

供

に

と

っ

て

　
　
　

親
と
過
ご
す
時
間
は
特
別
と
考
え
る
か

子
育
て
の
基
本
は
家
庭

　
　
　

親
子
の
時
間
は
何
に
も
増
し
て
大
切

中
高
生
の
居
ば
し
ょ

　
　
　

市
は
ど
の
よ
う
に
進
め
る
考
え
か

児
童
・
生
徒
の
居
場
所
づ
く
り
検
討
会
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

月　

に　

発　
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